
平成２５年９月１９日（木） 第１１３７号 

久慈工業高等学校建設環境科２年生２２名が 
尾肝要道路、普代バイパスの工事現場を見学 
 平成２５年９月１７日（火）、建設業の職場見学の一環として、将来の技術者を担う岩
手県立久慈工業高等学校建設環境科２年生２２名の皆さんが、三陸沿岸道路「尾肝要道
路」と「普代バイパス」の工事現場を見学しました。 
 「尾肝要道路」のトンネル工事現場では、トンネルの内壁に画像を映して工事概要や作
業過程について説明を行いました。 
 「普代バイパス」の舗装工事現場では、実際の工事の様子を間近で見学してもらい、 
参加した学生からは、「一般道路と高速道路の舗装の違いは？」や「コスト縮減で工夫し
ていることは？」など、積極的に質問が出されました。 
  
  

▲尾肝要道路のトンネル内で概要説明 

 三陸沿岸道路「尾肝要道路」「普代バイパス」 
  
 三陸沿岸道路「尾肝要道路」は、田野畑村内約４．５ｋｍの自動車専用道路です。 
 三陸沿岸道路「普代バイパス」は、普代村内約４．２ｋｍの自動車専用道路です。 
 急カーブや幅員狭小区間の連続する現道を回避し、所要時間の短縮・走行安全性の
向上、また宮古市～久慈市間のアクセス性向上による地域間の連携強化が図れるもの
と期待されます。 
 平成２５年度内の供用を目指し工事を進めています。 

▲普代バイパスで記念撮影 
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